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塩草に　関す　る　研究(第13報)

わが国のエソシレ-ジ製造について

須　　　藤　　　　　浩

Studies on Silage. Part 13.

On Silage-Making in Japan　　　　　　　　　　　　′′

Hiroshi SロTOH

(Lab. of Nutrition and Food. Fac. of Education, Univ. of Kagoshima, Japan)

Ⅰ.緒　　　　言

我が国民の体位向上は,栄養学的思想の普及,衛生思想の普及等により,終戦後畜産生産物の需

要量は漸次増加し,これが生産も増加しその需要に応ずるようにつとめられている｡結核に対する

新医薬の応用外科的療法の発達なども平均余命を長くしている一つの要義ではあるが,栄養改善等

もその原因の一つとみなし得る｡

政府や地方自治団体もこれが増産のためにあらゆる角度から研究し,力を注いでいる.その一面

のあらわれは酪農振興法,酪農振興法指定問題,有畜農家創設稚持法などであるが,その結果サイ

ロ築造が近年頓に増加しつつあることは周知の事実である｡すなわち,家畜飼育特に乳牛は勿論,

その他の家畜の飼育には濃厚飼料は勿論のことであるが,乾草と相陰って, -ンシレ-汐は極めて

重要な飼料だからである｡

著者はこの趨勢に鑑み,現在どのように-ンシレージが製造されているかの実態を把握すること

は,畜産経営上,またエンシレー汐の製造法そのものを研究する上においても極めて大切なことと

思考するので,全国の実態を調査したのである｡

ここではその結果を報･告する｡

実はこのような調査が,すでにできているのかと思ったのであるが,車許に資料がみつからなか

った許りでなく,当局にも照会したのであったが,回答が得られなかった｡それでやむを得ず都道

府県庁の畜産課に調査書を出して,依頼したのであったが,必ずしも直ちに資料を受領し得なかっ

たことから,或はそれ程完全なものができていないのではないかと思われるところもあった｡それ

にも拘らず,この調査に御協力を賜った都道府県の当局に対してほ厚い感謝の意を表する｡

ⅠⅠ.調　　　査　　　法

この調査で目的としたところは,畜産の発達の一面の指標であると推定される,サイロの分布数

(すなわちどれ位サイロがあるか), -ンシレージの生産量,及び材料,利用状況その他参考となる

資料を得ることであった｡そのため次の様な記入を依頼したのである｡もっとも新しい統計を得た

いのであるが,前にも述べたように,調査はそれ程簡単にゆかないので,その都道府県に於ける最

も新しい資料を知らせてもらったわけである｡　　　　　　　　　　　　　r
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調　　査　　書

⊂1〕都道府県名　⊂2〕統計調査年度　⊂3コ稔サイロ基数内訳(市部別或は地方別が分ってい
ヽ

る場合はそれも知らせてもらい,それが分っていなければ稔基数一推定数-だけでよい) ⊂4〕ェン

シレージ生産概数量⊂5〕サイロの大きさ〔判明していれば〕 a.最大:直径,深さ(高さ) b.

最小:慣径,深さ(高さ) C.もっとも普及している大きさ｡僅径:深さ(高さ)⊂6〕-ンシレー

汐はどんな家畜に利用されているか(○印をつける)午,居,細筆,山羊,豚,家兎,発,その他

〔7〕 -ンシレージの材料(○印をつける)青刈とうもろこし,青刈燕麦,紫雲英,甘藷草,藷糠,

野草,▲桑葉,秦荘,樹葉(名も)その他特殊な材料をつかっている場合はそのものについて, ⊂8〕

エ.ンシレー汐の埋蔵時期及び利用時期｡

月

⊂9コ　参　考　事　項

III.調査の結果及考察

〔A〕サイロ基数及び生産概数量

調査の結果は(昭和29年7月より9月の間に得たもので),最も古いものは昭和26年度末のも

の,最も新しいものは昭和29年6月現在のものに及んだ｡郡市別及び遊休基数,大型,中型,小型

等詳細に調査されているものもあり,給サイロ基数と材料のみで,エンシレー汐の豪産概数量のな

いものも相当あった｡この項目は最も推定に困難なものである｡それで他の県の遊休数なども参照

し,一方またその地方に最も普及しているサイロの大きさなども考慮に入れて推定量を示した｡そ

の場合は*を付した｡給サイロ基数も年度がちがい,この1-2年の間に急激に増加したと附記し

てあったものもあるので,これを稔計するのも余り意味がないことになるのであるが,一応の目安

とするため計算してみたのである｡その結果は次表の通りである｡ (市部別に詳細に記されたものも

あったが,省略する)0

第1`表　全国サイロ基数及びエソシレージに関する統計表

都 道

府 県 名

サ イ ロ エソシレ サ イ ロ 大■き き
､､ト 埋 蔵 材 料 ′

統計年度 I シ生産
基 数 概数 量

普通 1最 大ー最 小

北 海 道

●

,(内 8,962tie1,051) 35,733(134,000t) 9 X莞
24×40

6×中 空 ,瀧 .L , 育刈大豆, 赤ク

青 森
チ2, 1ら53 600 *720(2,700) 6X ÷

12×25 4×10 育刈とうもろこし●

ー秋 田■■ 3,1954 1,548 1,104(4,140; ×10 ×10 × 7 亨塩 基,b 嘉姦儲 競 牒

山 形
2,1954 巨 3,756 7,0(26,2割 5×10 9×2d 4干8 摩 磁 極 義盛塩 碁盤違
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サイ ロ エソシ/レ
■-ジ生産

基 数 概数量

サ イ ロ■大
盲妄可 盲完 1

き さ
埋 蔵 材 料

最 小

岩 手
1954 8,483 (3喪轟 … 15×30 ー

宮 城 1,4,1954 5,358 4,000(15,000t) ×10 7×14 ×8 育刈とうもろこし, 甘藷基,膏刈燕
麦, 育刈ライ麦,蚕珪●

福 ■島 2,1954
8,712 謂 )l 5×10 8×18 不 W M 墓基準 ,L # げ, 育刈燕

東北小計 38,457 28,208
(105,780)

栃 木 1,1軒 3,123 …;矧 5×10 ×18
4×8,重rJ晶晶鰭 計 姦藁,禦露 ,遅

葵 城 8,1953 2,600 2,080(7,800)- 5■×8 8×20 45×6 師 嘉蓋うこし, れんげ,即 燕

群 居 1952詣54 3,475 *2,(8,三割 5×10 10×18
膏苅盲ーテ有高こし,■いもぬか, 育刈

3×15 えんぱく,桑葉,■れんげ, 甘藷基,
香子査●

埼 玉 1954 7,000 *4,480(16,800) 叩 6●3×13 ×6 育刈と■うもろこし, 育刈燕麦, れんげ, なたね,甘琴嘉,P育刈大豆, 大
根集, クロ【バ｣, 野草,香淀●

東 京一 1953 953 98(3,707)
5×10 6.0×12

4×8 解 義豊穣 巌 げ, 育刈燕

千 葉 1953 2,614 2,282(8,556) ×10 12×24 4×8 育刈とうもろこし,育刈燕麦, れん
げ, 甘藷蔓, 諸株●

神奈川 1952 2,540 字画 5×10 嘉禦 至急.= し, 育刈燕麦, 甘藷

関東小可 22,305 王子;65……)I

由L 潟 1, 1954 14,569 8,000 4× 6 8×10 4× 6 悪さ｡姦主,G 墓壷,L L､詑 奈竿, 野菜
(30,000) 5×10

長 野
1953 日 9,266 謂 ) 5×10

10X 20
4× 7 億 芸華義蓋芦,こ音義重償 撃 ■■

山 梨 1,8, 1952 1,533 去,230,613) ×10 10×22 ト
育刈とうもろこし, 育刈ライ麦, 大
根葉, 育刈大豆, 甘藷蔓, 野草●

静 岡 6, 1952 1,841 4,000(15,000) ×10 12X 30
4X 6
育刈とうもろこし, 育刈燕麦, れん
げ, いもづる, 野草●

冨 山 1, 1953 2,451 *1,(5,瑚 5× 10X 20 × 6 育刈とうもろこし, 育刈燕●麦,
◎れんげ, 甘藷基, 藷糠●

肢 阜 1953 6,500 4,(17,瑚 5×10
6×12

●
4× 8
青刈とうもろこし,▲育刈燕麦, 藷糠
桑葉, 蚕法, ◎れんげ, 甘藷蔓●

愛 可 1951 2,34十 1,121(4,204) ×10 10×15 3× 6 育刈とうもろこし, 育刈燕麦●

福 井 8. 1953 540
2 13(800)‖ XX l引 離 姦塞鵠 這票慣 れん

,

石 川 ■ 1 ,3 0 0

詛8 3 2( 3 ,1 2 0 ) × 10 × 1 2 二 竺 解 義 塞 ? こ し , 育 メ.;燕 麦 , れ ん
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都　　道

府県名

中部小計

統計年度
サ　イ　ロ

基　数

コ二ン′シ′レ/

-ジ生産
概数畳

サ　イ　ロ　大　き　さ

普及型極大極小
埋　　　蔵･　材　　　料

34,163

(128,114)

2, 1954J滋　賀

5XlO 育刈とうもろこし,れんげ,野草,
蚕漆,甘藷基.

奈　　良　　1953

大　　阪　　　1952

4× 8慣王族う組長畠:育刈えんぱく･

育刈とうもろこし,甘藷基,野草.

兵　　庫 2, 1953　　　4,647
5×10

4×　8

育刈うもとろこし,育刈燕麦,れん
げ,甘藷基,野草,桑葉,香淀,香
賛,豆開粕,澱粉粕,ピール粕.

育刈とうもろこし,れんげ,甘藷基
野草.

鳥､取　4, 1953 5×10　　　×10 4× 6暦rJ姦晶,G姦計表裏チ幡変,甘藷

4× 6倍温うもろこし･れんげ,野草,

*2,098

( 7,868.)

育刈とうもろこし,れんげ,甘藷基
奏法,野草.

3.3×4.5 育刈とうもろこし,育刈燕麦,れん
げ,甘藷基.

4× 6iれんげ,甘藷基.

愛　　媛 3, 1954 4× 61育刈とうもろこし,甘藷基,香淀.

0　4.5×10　4.5×10 育刈とうもろこし,甘藷基.
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都　　道

府牒名
統計年度

サ　イ　ロ

基　　数

エンシ　レ

-ジ塵産
出数量

サ　イ　ロ　大　き　さ

晋及型 最　大[最　小
性　　　癖　　　材　　　料

大　　分 9, 1952

佐　　賀

宮　　崎

食t'6本

育刈とうもろこし,れんげ,甘藷基.

育刈とうもろこし,育刈燕愛,れん
げ,甘藷基,蚕豆,育刈麦類.

4× 7 j墓指墓.bろこし,育刈燕麦･甘藷

12, 1953

長　　崎 6, 1954

4×　8I育刈とうもろこし,甘藷蔓.

4× 8厭｡音義.Gろこし,育刈燕麦,れん

甘藷蔓,蚕溝.

143,893

(539,605)

ここにサイロの大きさは(直径×高さ)で尺を以てあらわした｡高知県では殆ど生産されていないとい

うことである｡

侍これを地方別に稔括表示すれば次の通りである｡

第2表　　各地方のサイロ概数と生産推定量

州

比

以上の表によって日本重囲に分布しているサイロ基数は大,小合せて17万前後ではないかと推定

せられる｡遊休数を15%と推定しても,約15万基が使用されていることになる｡

分布からいって北海道は基数が比較的少ないのに生産量が多いのは大型サイロが多いことを示

し,酪農地帯であることを示す｡その他中部,東北,中国に多く,四国が最も少ない｡これは気候

及び立地条件に関係をもつもので,生産量も,北海道,中部,東北,中国の順となっている｡もっ

とも-ンシレージ製造には必ずしも,セメントがための大きなサイロを必要とするものでなく,特

に極めて最近では素堀サイロ(ピエールで被覆)芋乃至ビニール袋にて簡易サイロがつくられている

ので,これらによる生産も考えられているわけであるが,未だ実験期を出てないので,対象外とな

っている｡小仕蹄の土管や樽,喪などによる製現も含まれない｡
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生産量については各種別の量を把握することが困難なので,今とうもろこしや甘藷蔓が相当量を

占めると考えられるので,青刈とうもろこしのみの場合を仮定して,井口博士等(1)の研究データを

通用して(含量%の比率等を同一と仮定する)澱粉価等を計算してみる｡すなわち著者は仝国的に集め

た青刈とうもろこし-ンシレージ約30点,甘藷草-ンシレージ約20点の分析結果は平均乾物含量

夫々20.4, 19.7%であったので(2)今乾物含量を20foとし,生産概数畳を55万トンとして計算す

れば,可消化純蛋白質2,110トン(563千貫),澱粉価48,604トン(12,961千貫),可消化粗蛋白質

5,434トン(1,450千貫),稔可消化養分量63,954トン(17,055千貫)を生産していることになる｡

〔B〕 -ンシレ-汐の材料

埋蔵材料は第1表に示したように種々雑多であるが,次のように分類できる｡

1.青刈作物類.とうもろこし,燕麦,大麦,ライ麦,大豆,菜種,蚕豆, (サンマ-エンシレー

ジ用等)0

2.牧草壌(緑肥用作物,裏作等).赤クローバー,れんげそう, -アl)べッチ｡

3.農場副産物賛.

甘藷蔓,大根葉,かぶの茎葉｡

4.蚕業副産物.桑葵,秦荘,蚕糞｡

5.農産加工副産物.澱粉粕,亙腐粕,ビール瓶｡

6.いもぬか額.

7.その他.野草,樹葉(例,長野:ニセアカシャ)

尿素(例,長野:これは添加物として塩蔵しているのであろうと思われる｡)

一般に添加物は用いていない,往々少許の食塩がつかわれているにすぎない｡

以上にわたっているが最も普及しているものは青刈とうもろこしで,単独の場合もあり青刈大豆叉

は菜種を混播した場合もある｡青刈菜種というのも比較的最近利用されるようになったものである｡

甘藷豊は青刈とうもろこしと同等の普及率で,甘藷を栽培するところは殆どこれを塩蔵して,衣

畜に利用していることが推察される｡

農産加工副産物は,特殊の地方で兵庫県で行われることが記載されただけであった｡桑葉,蚕淀,

蚕尿などほ養蚕地帯に多くみられ,これは日本独特のものとみなすことができる｡

金殿的にみて欧米諸国のようにルーサンの如きものが少なく,大部分は青刈とうもろこしを主と

しているから,高蛋白質含量の-ンシレージはそれほど多いと思われない｡侍穀賛代用としての藷

糠-ンシレ-汐も相当普及していることは注目に値するのである｡野草も一般に利用されているが
I

材料不足の場合つかわれている｡

神奈川県では,同県足柄下郡においてほ一部シヨ-ガの葉を材料としている所があり,乳牛の噂

好も良好であるという｡

塩蔵材料数量順を新潟県の例で示せば,甘藷草,青刈とうもろこし,れんげ,野菜層(大根葉,人じ

んの葉等),青刈麦(ライ,大麦),野草,少量のものとしては蚕澄,諸株ということになっている｡
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富山県では裏作のれんげが,仝材料の70^を占め,甘藷草,藷糠各々10#,青刈とうもろこしは2

3-/oであるという｡れんげの出来高は反当生草量1,200-1,300貫,平均600貫位で, -ンシレ-汐に

つかうものは,生草量800貫以上のものである｡岐阜県もれんげの利用が多く,甘藷蔓がこれに次ぐ｡

〔C〕塩　蔵　時　期

一段にいえば,大差なく,春期の5-6月は青刈麦類(燕麦,ライ麦,大麦等),緑肥作物である

れんげなどが主で,夏秋期は青刈とうもろこし,及びその混播等で,秋期～晩秋期における埋蔵の

主なるものは甘藷蔓である｡

換言すれば春期埋蔵の材料は裏作として,水田に栽培されたもの,及び畑に栽培されたものであ

るが,夏秋期に埋蔵されるものは,畑作による

ものが大部分である｡蚕淀は養蚕の時期時期に

おいて行われ(春夏期),桑葉の如き特殊のも

のは,秋期の養蚕期を過ぎた時期において行わ

れる｡

関東地方に於ける埋蔵時期は第3表の如くに

なっている｡

千葉県においてはれんげそうはサンマー-㍗

第3表　関東地方に於ける埋蔵時期

材　　料座,qi材　可時期
育刈とうもろこし

〝　え　ん　ぼ　く

〝　菜　　　　種

〝　大　　　　　麦

〝　大　　　　豆

クローバー

れんげそう

甘　藷　蔓

大　根　莫

泰　　　子査

藷　　　糠

野　　　草

5　月

10-ll

ll-12

6-10

ll-12

7~　8

シレー汐として埋蔵され乳牛用に用いられている｡兵庫県では豆腐粕の塩蔵時期は2-3月である｡

山口県ではサンマ-エンシレージは殆どなく,容れんげをつめ,冬期これを利用する｡材料ほれん

げが大部分で,青刈とうもろこし,えんぱく,甘藷蔓及び甘藷は僅かである｡

福岡県の調査によると,ビール粕の貯蔵施設として,サイロに嘆充しているのが数ヶ所あるという｡

藷糠エソシレージは全国的に普及していることは前記のとおりであるが,福岡県の如く生甘藷そ

れ自体が相当7)価格で需要されるところでは普及が困難であるという｡鹿児島県に於いては学校,

種畜場,牧場を除いては,特別青刈作物が栽培せられること少なく,埋蔵材料は大部分甘藷蔓で,

その他僅か蚕淀がある｡

〔D〕利　用　家　畜

前記調査書に記した殆どすべての種額に亘るが,地方によって異る｡最も多く使用されるのは周

知の如く乳牛で,居に対する利用は比較的少ない｡青刈とうもろこしは殆ど乳牛を対象とするもの

で,藷糠-ンシレー汐は,乳牛に対するものもあるが,豚,鵜を対象とするものが相当ある｡新潟

県における利用家畜の順は,午,豚,鶏,摘草,山羊,馬ということになっている｡

長野県の調査によると,家畜別サイロ基数は次の如くなっている｡

乳 牛 役 肉 牛 罵■ 陳 摘 草 山 芋 鶴 遊 休
-

計

基 数 ll,3 98 5 ,0 09 6 15 3 15 93 9 130 3 8 8 22 19 ,2 66

■■■一一■% 59.2 2ろl0 3●2 1●6 4●9 0●7 0 .0 2 4●3
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山口県の例では利用家畜の大部分は乳牛及び和牛である｡

〔Eコ　サイロの築造状況

サイロの基数は各地方とも年々増加しつつある｡それらはどのような奨励と資金によってつくら

れているか｡

個人の資金による築造もあるが,各種の補助金,融資(県融資事業,農林漁業資金)によるもの

が相当ある(例えば秋田,茨城,京都等)｡

群馬県では27-29年に於てこれらの資金によって603基つくったと報じている｡

青森県の如きは28年度末には600基であったのが,I 29年度末には1,500基にする目標である｡設

置の希望数としてあげている例では新潟の33,468基で現在の保有数はその43 %に成っている｡

神奈川県では自給飼料奨励の見地から,計画的な草生改良実施地区に対し,昭和29年度カッター

並びにサイロ型枠の半額助成を実施している｡岐阜県においても昭和27年度より型枠を毎年100個

宛補助金により設置し(市町村),サイロの建設の推進を図っている｡香川県,徳島県でも型枠をつ

くり,またこれに補助金を出して奨励している｡三重県の例では27年度県費補助を行ったという｡

農林漁業公庫による融資はその運営機構が望ましくない｡一基当り6-7,000円を借りるのに極めて

面倒な手続きが必要で,政府のやり方が,実情にそわないものであるとの論もある｡

高知県の例では,冬期の気温が割合高いので,役肉用牛1頭程度飼養の場合には,サイロの必要

性を感じないといっている｡しかし酪農地帯ではサイロが必要であるから, 29年度から設置するよ

うにすすめているという｡

型枠の貸付による奨励は佐賀,宮崎,熊本県においても行っている｡宮崎県のサイロ(4尺×8

尺)増加の状況は昭和26年度98基,昭和27年度146基,昭和28年度158基(計402基)と漸次

増加の傾向にある｡熊本県でも設置促進に乗り出し,本年度設置希望数は県下約2,000-基で経費は

自己負担が多いが,町村叉は農協に於て補助を行っている所もあり,前記融資を受けて設置するも

のもある｡長野県においても昭和27年農林漁業資金の融資によって乳牛地帯に設置してより,急速

に進展したが,種々の条件に塩蔵延いては家畜飼養が支配されるので遊休に終る磨れがあるという｡

⊂Fコ　遊休サイロについて

サイロの遊休数は県によってはたしかな調査はないので,全部の統計は得られなかったが,調査

の出来ているものでは4.3^が最少で,サイロはあるが全然製造していないという県(前表参照)ち

あり　56.5%の数に及んでいるものもあった｡

遊休即ち使用中止の原因と考えられるものは, (1)破損,漏水等構造不完全なもの, (2)塩蔵

材料不足, (3)技術拙劣(4)労力,その他の関係で適期を得られなかった場合, (5)資材すな

わちカッターなどの不足によるもの(6)地方により濃厚飼料依存の畜産から発達した畜産発展の

過程によると考えられる場合(7)構築中乃至後家畜売却の余儀なきに至った場合, (8)その他

不明の原因,などが考えられる｡ (もっとも衷近間題になっている乳価切下による経営者の乳牛飼養不能に陥

る等のことも,より大なる原因となり得ることは容易に推定し得るところである｡)
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ⅠⅤ.摘　　　　　要
I

(1)著者は本邦の-ンシレージ生産状況を知るため,サイロ基数の分布状況, -ンシレージの

生産概数量,材料,家畜に対する利用状況,その他参考事項について調査した｡

(2)仝国における稔サイロ基数は17万位と推定され,そのうち15万基位が使用されていると

推定される｡

(3)埋蔵材料は青刈とうもろこし,甘藷蔓などが最も普及して居り,外国に比して,高蛋白質

含量の豊科牧草などの生産量は少ないと思考される｡もっとも水田裏作のれんげそうの多いことは

特記するに借する｡

(4) -ンシレージ生産量を推定するのは困難であるが55万トン位ではなかろうかと思われる｡

(5) -ンシレージの利用対象は乳牛が最も多い,属-の利用は少ないようである｡

(6)サイロの築造状況,サイロ遊休の原因などについて考察した(Sep. 30, 1954)｡

参　　　考　　　文　　　献

(1)井口,三田村他:札幌農林学会報120, 132, 1934,井口:畜産飼料学引用　221, (1952)

(2)須藤　浩:未発表(1954)

附　記.本稿寄稿後10月13日友人鎗木買氏の厚意により農林省で集めている統計資料(昭和27年3月現

在)を入手し得た(未公開のもの)｡筆者の得た資料と大体同じであるが,ちがったところもある｡(静岡,愛知

の数値は甚だしくちがい,サイロ基数はそれぞれ12,025及び13,850となっている｡従って生産畳も異って

くる｡更めて調査の要もあると思考する)｡県によっては脱けている(調査の出来ていない点)ところもあるの

で,著者の稿も不備未成の点もあるが,より新しい統計も含むこと,農林省とは異った角度から眺めたもので

あると思考し,このまま発表することゝした｡紙数にも制限があるのでそれらを参考としたものは更めてまと

めてみたいと思っている｡


